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全国育樹祭記念行事「森林・林業・環境機械展示実演会」は10月11日～12日、モンデウス飛驒位山スノーパーク
（一之宮町）で開催します。詳細は決まり次第「広報たかやま」などでお知らせします。

　今年10月11日に揖斐川町で開かれる「第39回全
国育樹祭」に向けて、機運を盛り上げるとともに、市
民の皆様に貴重な財産である森林を次世代に継承
していくことの大切さを知っていただくため、上宝町
で伐採された「宝スギ」の大木を使った「100年の森
づくりリレー」木曳を行います。
期日　６月15日㈪ （雨天時は16日㈫に順延）
時間　午後１時30分～３時（予定）
順路　高山陣屋前広場→上二之町→さんまち通り

→本町２丁目～４丁目→西小南隣の市道→
市役所駐車場（約1.5km）
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●宝スギの大木の曳
ひ

き手を募集します！
　事前申込不要です。当日の午後１時15分、高山陣屋前広場にお集まりくだ
さい。個人や職場単位などふるってご参加ください。

問合先 林務課 ☎35‒3143

宝
たから

スギとは・・・
　スギの一種で、主に上宝町に多く自生して
いることから命名されました。
　一般的な杉は幹の中心部が黒っぽいです
が、宝スギは幹の中心部が明るいピンク色をし
ていることと、普通のスギに比べて雪に強いの
が特徴です。
　全国に出荷され、建築材などに使用されて
います。

県内各地で行われた
木曳のようす


